
ASMSA 短期留学報告書 

  

 

1) 概要 

私たち 68 期生 3 人は、2024 年 1 月 9 日から 3 月 19 日まで、アメリカ・アーカンソー州に

ある姉妹校 ASMSA（Arkansas School for Mathematics, Sciences, and the Arts）へ交換留学

に行ってきました。 

1 月 9 日の朝、私たちは期待と不安を胸に伊丹空港を出発しました。しかし、あいにくの

雪の影響でアメリカ国内線の便がキャンセルとなり、慌ただしい出発となったことを覚え

ています。幸い、国際線は無事に飛び立ち、入国審査もなんとか通過することができまし

た。 

アメリカ国内での移動には、ASMSA の先生が同行してくださいました。ダラスでは天候の

影響でホテルに 2 日間滞在することになりましたが、その後無事に ASMSA に到着するこ

とができました。 

ASMSA では、日本語Ⅱ・Ⅲ、数学、英語、歴史、写真の計 6 つの授業を平日に受講しまし

た。午後 7 時から 9 時までは「スタディーアワー」として、現地でできた友達と一緒に勉

強をする時間がありました。部屋は 1 人部屋で、生活用品も用意されており、とても快適

に過ごすことができました。 

生活用品や水・お菓子などが足りなくなった際には、近くの大きなスーパーマーケットに

行くため、学校から週に 3 回シャトルバスが出ていました。また、食事は平日・週末とも

に基本的に学校のカフェテリアでとることができましたが、週末には友達とレストランへ

行ったり、食べ物を注文して学校で食べたりすることもありました。 

1 月中旬には「Winter Formal」というイベントが

ありました。みんなでドレスアップをして、食事

やダンスを楽しむというアメリカらしいイベント

で、私たちも参加させていただきました。知って

いる曲は少なかったものの、友達に教えてもらい

ながら大いに楽しむことができました。 

1 月 20 日は「キング牧師記念日」で、授業の代

わりに全生徒が地域での奉仕活動を行いました。

公園の掃除や本の寄付など、さまざまな活動が行われ、私たちはブランケット作りに参加

しました。学校全体でこのような活動を行うのは初めての経験で、とても新鮮に感じまし

た。 

1 月末の週末には、現地の友達の家に 3 人でホームステイをさせていただきました。映画

館や動物園、ネイルサロン、そして翌日にはバレエ鑑賞にも連れて行ってもらいました。



寮生活ではできない体験を通じて、アメリカでの暮らしをより深く感じることができまし

た。 

2 月 6 日から 9 日までは、ASMSA の先生方のご厚

意で、3 泊 4 日のニューヨーク旅行にも参加しま

した。タイムズスクエアやセントラルパークとい

った有名な観光地を訪れたり、夜景を楽しんだり

しました。博物館や図書館にも行くことができま

した。特に、9.11 の記念館を訪れたことは、私に

とって非常に大きな経験となりました。ニューヨ

ーク出身の先生が同行してくださったおかげで、

安心して観光を楽しむことができました。 

 

2 月中旬からは、英語でのプレゼンテーション課題に追われる日々が始まりました。発音

の練習を友達に手伝ってもらいながら、1 日中準備と練習に取り組み、10 分間の発表を無

事に終えることができました。 

3 月初旬には、花巻北高等学校から 4 人の生徒が ASMSA に来校しました。一緒に水晶の発

掘体験に行ったり、彼女らのプレゼンテーションを見学したりと、日本人同士ではありな

がらも、日本とはまた違った交流を楽しむことができました。 

3 月中旬にはファッションショーが開催され、私たち 3

人も参加しました。最初は気軽な気持ちで申し込みまし

たが、2 月中は週 1 回ウォーキングの練習を行い、本番

に備えました。本番では、約 50 人の生徒の前でランウェ

イを歩き、貴重な経験となりました。緊張しましたが、

友達に見てもらえて嬉しかったです。 

また、「パイ投げ」

や「ホリ」といったユニークなイベントにも参加し

ました。パイ投げでは、円周率を一番長く言えた生

徒が校長先生にパイを投げるというイベントで、生

徒と先生の距離の近さに驚き、少し羨ましく感じま

した。ホリは、カラフルなチョークの粉を投げ合う

イベントで、白 T シャツがカラフルに染まり、全身

が汚れるまで楽しみました。どちらも新鮮で面白い体験でした。 

留学最後の週末には、再び別の友達の家にホームステイさせていただきました。地元で偶

然開催されていたフェスティバルに参加し、フェイスペインティングやキャンドル作り、

馬車にも乗ることができました。その友達の家族はメキシコ出身だったため、夕食には手

作りのトルティーヤを一緒に作るなど、また違った文化に触れることができました。 



登校最終日にはプレゼンテーションの課題があり、その準備をしながらも、これまでお世

話になった先生方や友達に小さなギフトや手紙を準備し、感謝の気持ちを伝えました。 

フェアウェルパーティーでは、手紙をくれる友達、日本語でお別れを言ってくれる友達も

いて、周りの人々に恵まれた、とても充実した留学だったことを実感しました。 

最終日の夜には、ダウンタウンでピザを食べながらたくさんおしゃべりをし、思い出に残

る時間を過ごしました。翌朝早くに ASMSA を出発しなければならなかったのは残念でし

たが、最後まで素晴らしい時間を過ごすことができました。 

帰りのダラス空港では道に迷って焦る場面もありましたが、無事に国際線に搭乗し、14 時

間のフライトを経て帰国しました。飛行機の中では、「ASMSA に戻りたい」という気持ち

でいっぱいでしたが、日本に無事到着し、約 3 ヶ月の留学を終えることができました。 

ASMSA の先生方や友達の温かいサポートのおかげで、この交換留学を本当に充実したもの

にすることができました。この経験は私たちにとってかけがえのないものであり、数えき

れないほどの素晴らしい出会いがありました。 

 

(２)留学での困難と成長        

留学で大変だったことを、学業面と生活面から紹介します。 

私たちは、英語、数学、歴史、フォトグラフィー、日本語Ⅱ・Ⅲの合計６つの授業を受

けました。日本語の授業では、日本語と英語の両方が使用されていましたが、その他の授

業はもちろん完全に英語で行われていました。数学やフォトグラフィーは理解するのに苦

労しませんでしたが、英語と歴史は理解するのが難しかったです。 

英語の授業では、哲学的な文章を読み、ディスカッションや補足説明などを通して、内

容を理解するという授業形式でした。先生が文章を読み進めながら生徒に質問を投げか

け、生徒は自由に意見を述べるというスタイルでしたが、最初の頃は質問の内容自体がよ

くわからず、答えることもできませんでした。また、抽象的で深いテーマが多く、内容を

正確に理解するだけでも難しかったです。しかし、先生が私たちのために文章を要約した

ものを用意してくれたため、内容を理解できました。 

歴史の授業では、使用される語彙が難しく教科書の文章量も多かったため、予備知識が

ない私たちにはとても難しく感じられました。また、ペアワークが多く、ペアとのコミュ

ニケーションも欠かせませんでした。毎回の授業で、各章に質問が用意されており、その

答えをペアと事前に準備をして授業内で発表するという課題がありました。教科書の内容

理解やペアとの話し合い、解答作成、答える分担、リーディング練習など多くの手順が必

要でした。最初のうちはうまく対応できず、ペアに頼ることも多かったですが、授業の流

れや進め方に慣れてくると、話し合いもスムーズになり、自分の役割をしっかり果たせる

ようになりました。また、両授業とも課題提出があり、プレゼンテーションやエッセイの

作成には多くの時間と労力を要しました。プレゼンテーションでは、提出期限は約１週間



で、文献から情報を集め、スライドを作成し、原稿

を書き、何度も練習を重ねなければなりませんでし

た。また、ペアとの協力も欠かせないため、予定を

合わせたり、作業を分担したりすることも重要でし

た。お互いの意見を交換しながら作業を進めるのは

大変でしたが、最終的には達成感を感じることがで

きました。エッセイでは、文章の内容や問いを理解

したうえで、要約や情報収集をし、自分で考えた意見を英語で述べる必要があったため、

とても難しかったです。どのようなレイアウトで書けば良いかや、不自然な表現がない

か、問いに対して適切に答えられているかなどを友達に確認してもらいながら進めまし

た。 

ここまで大変だったことを挙げてきましたが、普段あまり触れることのない考え方に出

会い、新たな視点を得られ、英語の表現の幅が広がりました。これらの授業や課題は、確

実に私たちの英語スキルやコミュニケーション力、情報リテラシー、思考力・分析力など

を向上させたと感じています。 

 渡航時や生活面でも大変なことがありました。 

現地では、私たちが出発する前日から、めったに降らない大雪が降り始め、非常事態宣

言が発令されていました。経由地であるダラスまでは行けても、学校があるリトルロック

行の便が飛ばない可能性があり、その影響で航空券を発券できず、ギリギリまで搭乗でき

ないという予期せぬアクシデントがありました。空港スタッフの方が、現地の航空会社と

連絡を取りながら奔走してくれ、何とか発券できました。これで一安心かと思いきや、や

はりダラスからの便は欠航となりました。もともと「ダラス空港はとても広くて迷いやす

い」と聞いていたくらい大規模なハブ空港で不安もありました。この事態を受けて、

ASMSA の日本語の先生がダラスまで迎えに来てくださり、一緒に学校まで同行してくれる

ことになり、とても心強かったです。その日はダラスに泊まったのだが、次の日の便も欠

航となり、もう一泊することになりました。航空券の手配やホテルの確保など、すべて先

生がしてくださいました。とても柔軟な対応をしてくださり、不自由なく過ごせたこと

に、本当に本当に感謝しています。 

アメリカの生活で大変だったことは、些細な点で

はありますが、挙げれば意外と多くあるものです。

例えば、湯船がないこと。普段から湯船に浸かる習

慣がある私にとって、シャワーだけというのは少し

辛いことでしたが、３か月なら耐えることができま

した。また、食事の量にも最初は驚きました。お店

で１人分とは思えないほどの量が出てくることがあ

り、その経験から、シェアすることを学びました。



さらに、揚げ物や油分の多い料理が中心で、野菜が少ないこともあり、お腹を壊すことが

ありました。整腸剤は必須です。学校には平日だけサラダバーがあるので、そこで野菜を

たくさん食べていました。 

友達との会話では、間違った発音やアクセントをすると伝わらないことが多かったで

す。また、知らないスラングや略語も多用されており、メッセージアプリで連絡を取ると

きに、“tyvm”や“omw”という言葉が出てきて最初は戸惑いました。しかし、もともと

高校生が日常で使う言葉を知りたかったので、すぐ調べたり、友達に意味を聞いたりして

だんだん使える言葉が増えました。(“tyvm”は Thank you very much、“omw”は on my 

way の意) 

２月の初旬には、３泊４日のニューヨーク旅行

に連れて行ってもらいました。ニューヨークの治

安はあまり良くないため、私たちだけで行けば、

危険な目に遭ったり迷ったりしたかもしれませ

ん。地下鉄を利用するだけでもとても時間がかか

ったと思います。しかし、先生方が前後を挟むよ

うな形で歩いてはぐれないように配慮し、目的地

に先導してくださいました。先生方の引率のおか

げで、有意義に時間を過ごせたと思います。 

スーツケースの重量制限にも悩まされました。渡航前は何が必要か、あまりわからず、

何度も吟味して制限を超えないように準備しました。しかし、ASMSA には生活に必要なも

のはほとんどあり、持参しなくても良かったと思うものもありました。設備の良さに感動

するばかりでした。そして帰国の際も、お土産がたくさんあり、重量との戦いでした。預

ける前の重量測定の際に制限ギリギリの 23.00kg に収まっており、空港まで送ってくれた

先生とハイタッチして喜びました。 

 

 

（3）楽しかったことと学び 

最初にアメリカに行くと決まったときから、私はずっとワクワクしていました。不安と

いうより、「早く行きたい」という気持ちの方がずっと大きくて、現地での生活を想像す

るたびに胸が高鳴っていたのを覚えています。そして、ASMSA での生活が始まってから

は、想像を超えるほど濃い毎日が待っていました。観光でも、英語力向上だけを目的とし

た語学研修でもない。アメリカの高校生と同じように授業を受け、寮で暮らし、友達と夜

遅くまで課題をしたり映画を見たり、観光では味わえない「日常」に混ざることができま

した。そんな日常を味わえたことが、私がアメリカでの 3 ヶ月間の留学での一番の喜びで

した。図書館にこもって課題をやったり、スタディーアワーで教室に集まってみんなで勉

強したり、夜にある寮のチェックの時間ギリギリまでカラオケしたり映画を観たりそんな



何気ない時間が、今振り返ると一番印象に残っています。昼

休みに友達とご飯を食べる時間、何気ない会話で笑う瞬間、

それらすべてが、私にとっては宝物のような瞬間でした。自

分の存在が“ゲスト”ではなく、“クラスメイトの一人”と

して受け入れられていると感じたことが、本当にうれしく

て、心が満たされるような日々でした。 

 

学校のイベントにもたくさん参加させていただきました。

「ホリー」と呼ばれるイベントでは、色とりどりのチョーク

の粉を投げ合って、私は全身をカラフルに染めながら、その場の空気を全身で楽しみまし

た。学校主催のファッションショーでは、日本では着られないような衣装を身に着けてラ

ンウェイを歩きました。アメリカに行ってすぐの頃にあった「Winter Formal」では、ドレ

スを着て音楽に乗って踊ったり、お菓子を食べながら友達と写真を撮ったり、映画やドラ

マで見てきたアメリカの高校生活を感じるこ

とができました。こうしたイベント最も実際

に現地で過ごさなければ得られなかった体験

です。ホットスプリングスという町は小さい

田舎だけど、友達が週末にはよくダウンタウ

ンのカフェやタピオカショップ行こうと誘っ

てくれ、特別なことじゃなくても、友達と一

緒に過ごすその時間がすごく楽しく、大切に

感じられました。 

 

課題は大変だったけれど、友達は私が理解できるように数学

を教えてくれました。自分の課題だってあるのに、困ってい

る私を助け、時間をかけて教えてくれたことはとても嬉しか

ったです。授業中の先生と生徒のあのやりとりも面白くて、

授業中に生徒たちが意見をどんどん言ったり、笑いが起きた

りして、真面目に学んでいるのに、堅苦しくなくて、生き生

きしていて、そんな雰囲気がとても印象的でした。ASMSA

の生徒たちはみんなそれぞれに違うバックグラウンドを持っ

ていて、アジア系やアフリカ系、移民の家庭の子もいまし

た。しかし、お互いの違いを当たり前のように受け入れていていつも一緒にいた仲の良い

グループも自然と多様性があって、その空気感が刺激的で楽しかったです。 

 

 この留学で、私は「英語を話せるようになる」こと以上に、「言葉を超えて人とつなが



る力」の大切さを学びました。最初は自分の英語力に不安を感じる瞬間もありました。し

かし、現地での生活を通して気づいたのは、言葉が完璧である必要はまったくないという

ことでした。拙い言葉でも、一生懸命に伝えようとする気持ち、相手を理解しようとする

姿勢さえあれば、心は確かに通じ合うのだと、日々の経験の中で実感しました。 

 

さらに、生活の中でも大きな学びがありました。それは「違いを受け入れる」ことの力で

す。宗教、文化、価値観、考え方など、私の周囲には、さまざまなバックグラウンドを持

つ友人たちがいました。初めて知ることばかりで新鮮でした。彼らと話すたびに、「違う

こと」は恐れるものではなく、むしろ互いを知るきっかけになるのだと気づきました。そ

して何より、この 3 か月で学んだ最大のことは、「人はどんな国にいても、やさしさとあ

たたかさでつながれる」ということです。私が心を開いた分だけ、相手も心を開いてくれ

て、人の温かさを身にしみて感じた留学でした。このことに気づかせてくれたこの留学

は、私にとってかけがえのない財産です。英語を使って何かをしたい、世界のいろんな人

と関わりたいという思いが、より強く、そしてはっきりとした目標に変わった気がしま

す。留学前から「大学でもアメリカに行きたい」と思っていましたが、この 3 か月弱でそ

れは「行けたらいいな」ではなく、「絶対に行きたい」という気持ちに変わりました。 

 

 

 

（4）これから留学を目指す後輩のみなさんへ 

 

 これから留学に挑戦しようとしている後輩たちに私が伝えたいことは、ただ一言です。 

「ぜひ、挑戦してほしい」。 

この留学を通して私が得たのは、英語力だけではありません。日常の中で自然に広がる会

話や、新しい環境、リアルな異国の学校生活、「違い」をポジティブに受け止める感覚、

それらすべてが新しい経験でした。この留学は、単なる語学研修でも、観光旅行でもあり

ませんでした。むしろ、それとは真逆です。英語で授業を受けるのは決して簡単ではなく

て、課題に追われる日々でした。しかし、そのすべてが「本物の経験」でした。そして、

その中で出会った友達、先生、文化、日常、すべてが私の価値観を広げてくれました。現

地の空気を感じながら学ぶこと、現地の友達と過ごす時間、自分の知らなかった価値観に

触れることは、本当に刺激的で、人生の中でも特別な経験になります。今言える確かなこ

とは、「行ってよかった」と、心から思える経験だったということです。私が得た多くの

経験や感動を、次はぜひ、あなた自身のものにしてほしいと思います。 

このような貴重な機会を準備し、支えてくださった先生方、そして受け入れてくださった

ASMSA の先生方、現地の友人たちに、心から感謝しています。 

このような素晴らしい機会を与えてくださり、本当にありがとうございました。 



私は、この留学で日本という国を客観的に見ることができたと思います。ASMSA には、

日本の文化に興味がある人が予想以上に多く、日本への愛を感じることがたくさんありま

した。また、日本語を学び、その難しさを知っているからこそ、拙い英語でも意味を汲み

取ろうとし、助けを求めた時には力になってくれました。このような環境で３か月間過ご

すこと出来て、本当に感謝しています。アメリカの生活を通して、様々な人と交流し、日

本の魅力を再確認できました。もちろんアメリカの魅力もとても強く感じられる３か月間

でした。 

留学を考えるにあたって、様々な不安が出てくるでしょう。しかし、その不安を乗り越

えて留学に挑戦した人には、そこでしか得られない学びや発見があると私は思います。私

自身、この留学に挑戦すると決めるまで、様々な葛藤がありました。しかし行ってみる

と、今までの自分の価値観を覆されるような貴重な経験ができましたし、 友達もたくさ

んできました。挑戦して良かったと心から思っています。迷っているなら、ぜひ挑戦して

みてほしいです！ 

 

 

この短期留学では、語学留学のように文法や発音を 1 から学ぶことはありませんし、SSH

のように研究を発表しに行くわけでもありません。第 2 学年の 3 学期という受験を気にす

る時期でもあるでしょう。もちろん私自身も迷いはありましたが、行ったことを後悔した

ことも、これから後悔することもないだろうと確信できる留学でした。そして、この留学

中にできた人との繋がりは一生もので、そんな人々との思い出は今の私にとって欠かせな

いものです。 

金銭面や勉強面で家族や周りの支えと賛同はとても大切なもになります。行くことが正

解、行かないことが不正解なんてことはありません。正直実になるかどうかも全てがあな

た次第です。しかし、だからこそ、周りの意見に流されず、自分自身の気持ちと向き合っ

て、じっくりと考えて決めて欲しいと願っています。 

そして、もし希望すると決めたのであれば、留学することが決まったのであれば、先輩

としてできる限りのサポートをさせてください。羨ましい、私たちもやっておけば良かっ

たなんて私たちが思ってしまうぐらい素晴らしい留学になるように全力で応援します。 

また最後にはなりますが、この留学中に私たちを支えてくださったすべての方へこの場を

借りてお礼申し上げます。本当にありがとうございます。 

 

 

 

 

 

 


